


















































氏 名 糀谷 大和 
博士の専攻分野の名称  博士（社会福祉学） 
学 位 授 与 の 日 付   2016年 3月 19日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第 4条第 1項該当 
学 位 論 文 題 目   介護福祉領域における鍼灸治療の認知度と活用の可能性 
 
 
論 文 審 査 員  主査  教授  正野 知基 
副査  教授  渡邊 一平  
副査  教授  栗栖 照雄 
副査  教授  永見 邦篤 
副査  教授  今井 賢治（帝京平成大学） 
2（２）鍼灸治療効果に関する聞き取り調査 





K 介護リハビリセンター利用者 23名（介入群），K居宅介護支援事業所利用者 7名（非介入群）の合





治療を行った．評価は，痛みの評価として NRS（Numerical Rating Scale），健康関連 QOL の評価として















































の痛みの抑制に寄与し、身体機能および精神面も含めた ADL と QOL の低下防止に役立ち、介護度の悪化
を防ぎ、介護対策費の抑制にもつながることを提言した。 
 
２．評価 
 介護福祉の現場における鍼灸治療等の現状を調査によって明確にして詳細に示したこと、介入研究に
よって粒鍼治療の有効性を示したことは評価に値するが、実際に導入・活用される場面での多様なかか
わり方や目標達成までの段階について、さらなる論考が求められる。しかし、これらについては今後の
課題とすることで研究のさらなる発展を期待することができ、本論文は一定の水準に達していることが
認められた。 
 
３．口頭発表（公聴会）ならびに口頭試問の評価 
公聴会における発表は、論文内容を明瞭に表現し、指定された時間内での報告が行われた。質問に対
しては、一部不十分な点が認められたが、概ね的確に回答されていた。その後の、審査委員 5名による
専門委員会の口頭試問において「介入研究における被験者の等質性の担保について」、「研究の目的であ
る介護福祉領域での鍼灸治療活用の可能性について」等の質問がなされたが、概ね的確に回答されてい
た。不十分であると認められた点については、最終的な論文の修正において対応するとした。 
 
４．審査結果 
審査委員全員一致により、本論文は博士論文に値するものとされ、「合格」と評価された。 
 
